
ＡＡ３３ －－ ３３   粉 状 または防 散 石 灰 窒 素 を10a 当 たり50 ～ 70 ㎏耕 起 前 にできるだけ均 一 に全 面 散 布 し
て下 

●技術情報 

Q&A                                                     

               

[３] 農薬効果                                                         

     

Ｑ ３－ ３   除 草 を目 的 とする場 合 、どのように施 用 したらよいのでしょうか? 

 

Ａ ３ － ３ － １  粉状 または防散石灰窒素 を 5 0～7 0㎏/ 1 0 a 耕起前にできるだ

け均一に全面散布して下 さい。除草のためには石灰窒素の農薬効果の有効成

分シアナミドを葉と根から吸収させなければなりません。そのためには雑草に露の

ある早朝に散布するようにして下さい。  

また、雑草が発芽して間もなくの、まだ大きくならないうちに用いるようにして下さい。雑

草が大きくなったり、露が乾いてから散布すると効果が少くなくなります。朝露のある

時は風も少なく石灰窒素を散布するのに好都合です。  

 

 

Ａ ３ － ３ － ２  石灰窒素の雑草イネ、漏生イネに対する防除効果についてご

紹介します。  

 

■雑草 イネ、漏 生 イネなどに対する石 灰窒素 による防除の特長  

石灰窒素の持つ農薬成分が、土壌表面に落ちた種子に対して防除効果を発揮し

ます。  

 

• 種子を殺 し、発芽能力を低下 させます。  

• 種子を越冬前に出芽させることで、冬期に死滅させることも期待できま  

す。  

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 



 


